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the Unknown として Japan Syndrome を紹介した。日本人は、ここに至るまで様々
な失敗と成功を繰り返してきた。高度経済成長と公害大国、東京一極集中と核家族
化・過疎化（生産共同体の突出と生活共同体の崩壊）、バブルの崩壊、自然環境破
壊の克服、市民社会の芽生え、無気力化とモラルの低下等々、とても1世紀足らず
の一つの国の変化とは思えない。ここに、震災以降、さらに原発の事故が重く覆い
かぶさっている。こうした体験の集合を実践的英知から研究の俎上に載せ、知の集
大成を試みることを「日本モデル」の「発見」と称するならば、このモデルを人類
共有の財産として総括し、人類の次の世代に受け継がせることは、大学に課せられ
た使命と言えよう。すなわち現代日本学プログラムである。
〈大学教員は昔ながらの仕組みにしがみついていてはならない。学生は意欲的に
学び、可能性を広げる努力をしてほしい。就職のためだけでなく、社会のためにで
きることを自らに問いかけたいものだ。新しい大学づくりに挑戦する教員や意欲あ
る学生を、時代は求めている〉。本学部の現状を要約したような文章である。
大学は、すでに「教えるところ」ではなく、「学ぶところ」に変貌を遂げた。い
や、むかしむかしはそもそもそうだったのかもしれない。疑問を抱き、物事を調
べ、自分で考え、応用する喜びを体得させることが、具体的な目標である。その成
果の一つが本書に他ならない。何と多様な若い知性が発揮されていることか。誇り
をもって世に送り出したい。
なお、本号も、編集等にあたっては、赤尾健一教授を中心とする早稲田大学社会
科学学会役員の手を煩わせた。また、それぞれ指導にあたった先生方は、片言隻句
に至るまで、真摯に学生の論文に対峙してくださった。記して謝す。
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